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ECONOMY

を
更
新
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
経

団
連
の
十
倉
雅
和
会
長
は
こ
う
疑
問
を
呈

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
炎
上
を
招
い
た
。

　

な
ら
ば
そ
の
政
策
運
営
の
方
向
は
間
違
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。結
論
を
先
に
言
え
ば
、

ど
う
も
そ
の
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

　

岸
田
首
相
は
10
月
23
日
の
臨
時
国
会
の
所

信
表
明
演
説
で
、「
経
済
」
の
好
循
環
の
た

め
に
「
供
給
力
の
強
化
」
と
「
国
民
へ
の
還

元
」
を
掲
げ
た
。「
国
民
へ
の
還
元
」
と
し

て
所
得
税
減
税
を
打
ち
出
し
た
が
、
皮
肉
に

も
こ
れ
が
「
選
挙
目
当
て
の
バ
ラ
マ
キ
」
で

あ
る
と
し
て
政
権
へ
の
逆
風
を
強
め
た
。

　

所
得
税
の
税
収
は
コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
て
３

兆
円
余
り
増
え
て
い
る
。
そ
の
分
を
国
民
に

還
元
す
る
と
い
う
の
は
ひ
と
つ
の
考
え
方
で

あ
る
。
た
だ
会
社
員
の
所
得
税
は
源
泉
徴
収

で
給
与
か
ら
天
引
き
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、

国
民
に
は
実
感
し
づ
ら
い
。

　

１
人
当
た
り
の
所
得
税
納
税
額
を
年
収
別

に
見
る
と
、
年
収
１
０
０
万
円
以
下
で
１
・

８
万
円
、１
０
０
万
円
〜
２
０
０
万
円
は
２
・

０
万
円
、２
０
０
万
円
〜
３
０
０
万
円
は
４
・

４
万
円
、３
０
０
万
円
〜
４
０
０
万
円
は
７
・

０
万
円
。
低
所
得
者
に
と
っ
て
、
買
い
物
の

た
び
に
意
識
し
、
痛
税
感
が
強
い
の
は
所
得

税
よ
り
む
し
ろ
消
費
税
な
の
で
あ
る
。

　

政
権
に
手
抜
か
り
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

所
得
税
減
税
や
総
合
経
済
対
策
の
真
意
を
ク

リ
ア
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
だ
。

ポ
イ
ン
ト
は
何
か
？　

デ
フ
レ
下
の
「
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
型
経
済
」
か
ら
投
資
と
賃
上
げ
が

持
続
す
る
「
成
長
型
経
済
」
へ
。
そ
の
変
化

に
「
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
」
見
取
り
図
だ
。

ぜ
内
閣
支
持
率
が
上
が
ら

な
い
の
か
不
思
議
だ
」。

岸
田
文
雄
内
閣
の
支
持
率

が
政
権
発
足
以
来
の
最
低

「
な

滝田洋一
Yoichi Takita

日本経済新聞社特任編集委員
テレビ東京『ワールドビジネスサテライト』解説キャスター

1981年慶應義塾大学大学院修了後、
日本経済新聞社に入社。金融部、チ
ューリヒ支局、米州総局編集委員な
どを経て現職。2008年度ボーン・上
田記念国際記者賞受賞。近著に『コ
ロナクライシス』（日経プレミアシ
リーズ）。

さ
ら
ば
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経
営

成
長
型
経
済
へ
処
方
箋
を
示
そ
う

WEDGE

OPINION

「
経
済
、経
済
、経
済
」
│
。岸
田
文
雄
首
相
は
所
信
表
明
で
、経
済
の
好
循
環
を
促
す
こ
と
を
強
調
し
た
。

国
民
に
示
さ
れ
な
か
っ
た
政
府
の
描
く
見
取
り
図
と
は
。そ
し
て
実
現
の
た
め
に
本
当
に
必
要
な
処
方
箋
は
何
な
の
か
。

2023年に30年ぶりの賃上げを実現した春闘だが、企業が転換しなければこのトレンドは継続しない
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近
ご
ろ
ア
ニ
マ
ル
・
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
（
Ａ
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｌ 

Ｗ
ｅ
ｌ
ｆ
ａ
ｒ
ｅ
／
以

下
、
Ａ
Ｗ
）
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

直
訳
す
れ
ば
「
動
物
福
祉
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
主
に
採
卵
鶏
の
バ
タ
リ
ー
ケ
ー

ジ（
金
網
で
で
き
た
ケ
ー
ジ
）で
の
飼
育
や
、

養
豚
に
お
け
る
妊
娠
ス
ト
ー
ル
（
母
豚
を
単

頭
飼
育
す
る
狭
い
檻
）の
残
酷
さ
を
非
難
し
、

鶏
の
平
飼
い
や
牛
豚
の
放
牧
な
ど
、
動
物
の

福
祉
を
向
上
さ
せ
る
飼
育
方
法
を
推
奨
す
る

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

動
物
の
福
祉
の
向
上
に
異
を
唱
え
る
つ
も

り
は
な
い
が
、
こ
の
Ａ
Ｗ
、
筆
者
に
は
い
ま

ひ
と
つ
ピ
ン
と
き
て
い
な
い
。
喫
緊
の
課
題

と
い
う
実
感
が
乏
し
い
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
わ
が
国
は
Ａ
Ｗ
後
進
国
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
採
卵
鶏
に
お
い
て
す
で
に

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
の
使
用
率
が
約
94
％
と
極

め
て
高
く（
２
０
２
０
年・国
際
鶏
卵
協
会
）、

20
年
に
世
界
動
物
保
護
協
会
が
発
表
し
た
動

物
保
護
指
数
の
畜
産
動
物
分
野
で
、
経
済
協

力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）加
盟
国
中
唯
一
、

E
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

ど
う
や
ら
日
本
は
世
界
有
数
の
「
動
物
虐

待
国
家
」
ら
し
い
の
だ
が
、
果
た
し
て
わ
れ

「平飼い」で飼育される井上養鶏場（神奈川県相模原市）の鶏

W
ED

G
E

WEDGE  REPORT

アニマル・ウェルフェアが
日本で定着しないのはなぜ？
鶏の幸福か、卵の価格か─。世界の採卵鶏の飼育でアニマル・ウェルフェア（AW＝動物福祉）が叫ばれ、
飼育方法の変革が進むが、日本の動きは鈍い。AWの本質とは何か考える。

文・山田清機  Seiki Yamada

ノンフィクションライター
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2002年にエルサレムでイスラエル
人兵士と対峙するパレスチナ市民。
両者の強い怒りや苦しみは20年以
上たった今、再度顕在化している

KO SASAKI
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ハマスのテロ行為に端を発する「イスラエル・ガザ紛争」。
イスラエルの自衛権行使は激化し、世界を二分する論争が巻き起こっている。
この紛争に世界は、日本はどのように向き合っていくべきか。
また、異なる価値観から生ずる「分断」や「対立」が世界を覆い、〝パラレルワールド〟が広がっている。
怒りや憎しみ、誤解を乗り越え、「異なる者」と生きる術を考える。

ビラハリ・カウシカン、広瀬真司、小谷哲男、加藤良三、山田敏弘、海野素央、ダニエル・ソカッチ、
土方細秩子、與那覇 潤、編集部（鈴木賢太郎、友森敏雄、野川隆輝、野口千里）

世界を覆う分断と対立

異なる者と生きる術

Wedge Special Report
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な
ら
な
い
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
と
っ

て
10
月
７
日
の
テ
ロ
攻
撃
と
そ
の
結
果
が
ど

れ
ほ
ど
悲
劇
的
だ
と
し
て
も
、
ガ
ザ
は
地
区

規
模
の
紛
争
に
す
ぎ
ず
、
世
界
に
は
ご
く
限

ら
れ
た
地
政
学
的
影
響
し
か
及
ぼ
さ
な
い
。

ま
た
、
確
か
に
ガ
ザ
地
区
で
は
人
道
的
惨
事

が
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
全
て
が
地

政
学
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
わ
け
で
は
な
い
。

　

本
稿
執
筆
時
点
（
11
月
20
日
）
で
は
、
ガ

ザ
を
実
効
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス

に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
争
は
、
そ
の
影

響
範
囲
が
地
区
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
そ
う
に

見
え
る
。

　

レ
バ
ノ
ン
の
親
イ
ラ
ン
組
織
ヒ
ズ
ボ
ラ
と

イ
ス
ラ
エ
ル
が
交
え
る
砲
火
や
、
米
国
と
イ

ス
ラ
エ
ル
の
施
設
を
標
的
と
す
る
イ
エ
メ
ン

の
親
イ
ラ
ン
武
装
組
織
フ
ー
シ
派
に
よ
る
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
で
の
小
さ

な
衝
突
は
比
較
的
少
数
の
犠
牲
者
し
か
出
し

て
お
ら
ず
、
本
格
的
な
支
援
を
提
供
し
た
り

新
た
な
戦
線
を
開
い
た
り
す
る
よ
り
は
、
む

し
ろ
ハ
マ
ス
と
の
連
帯
感
を
表
明
す
る
こ
と

を
意
図
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ザ
紛
争
は
強
烈
な
感
情
を

呼
び
起
こ
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
適
切
な
観
点
か
ら
こ

の
紛
争
を
捉
え
な
け
れ
ば

ガ

ハマスのテロ攻撃は、世界にどのような影響を与えるのか。
渦中のハマス、イスラエル双方の思惑とは。

ガザ紛争の厳しい真実
周辺諸国や世界に与える影響

Part 1
INTRODUCTION

シンガポール大学、米コロンビ
ア大学などで学ぶ。シンガポー
ル外務省で37年勤務し、外交官
として駐ロシア連邦大使、国際
連合常駐代表（国連大使）、事
務次官などを務めた。

文・ビラハリ・カウシカン
Bilahari Kausikan

元シンガポール外務次官

D
REW

AN
GERER/GETTYIM

AGES
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以
上
の
市
民
が
死
亡
す
る
と
い
う
惨
状
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
反
イ
ス
ラ
エ
ル

感
情
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
傾
向
は
、
特
に
民
主
党
支
持
者
の
間

で
強
く
み
ら
れ
る
。
30
代
前
半
ま
で
の
若
者

は
中
絶
問
題
や
銃
規
制
に
関
し
て
民
主
党
を

支
持
す
る
傾
向
が
強
い
が
、
実
際
に
選
挙
に

行
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
歌

手
の
テ
イ
ラ
ー
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

若
者
に
有
権
者
登
録
を
呼
び
か
け
る
た
び

に
、
数
千
人
単
位
で
登
録
者
が
増
え
る
と
い

う
現
象
も
生
じ
て
お
り
、
民
主
党
の
新
た
な

岩
盤
支
持
層
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
若
者
に
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
を
批
判

さ
れ
た
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
再
選
戦
略
の
見

直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
選
挙
の
勝
敗
を
左
右
す
る
激
戦

州
に
ム
ス
リ
ム
系
米
国
人
が
集
中
し
て
お

り
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
再
選
戦
略
に
影
響

を
与
え
始
め
て
い
る
。
全
人
口
に
占
め
る
ユ

ダ
ヤ
系
米
国
人
が
２
％
な
の
に
対
し
て
、
ム

ス
リ
ム
系
米
国
人
は
１
％
に
過
ぎ
な
い
が
、

ミ
シ
ガ
ン
州
な
ど
で
は
ム
ス
リ
ム
系
の
団
体

が
イ
ス
ラ
エ
ル
寄
り
の
姿
勢
を
見
せ
る
バ
イ

デ
ン
政
権
に
反
発
し
、
停
戦
が
実
現
さ
れ
な

け
れ
ば
投
票
を
棄
権
す
る
意
向
を
表
明
し
て

い
る
。

　

ム
ス
リ
ム
系
の
６
割
は
２
０
１
６
年
と
20

し
、
ガ
ザ
で
の
市
民
の
犠
牲
が
拡
大
す
る
に

つ
れ
、
国
際
世
論
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
批
判

を
強
め
る
よ
う
に
な
り
、
停
戦
を
求
め
る
声

が
高
ま
っ
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
停
戦
に
反

対
す
る
姿
勢
は
維
持
し
て
い
る
が
、
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ハ
マ
ス
が
戦
闘
の
一
時
休
止
と
引
き

換
え
に
人
質
を
解
放
す
る
合
意
を
仲
介
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
人
道
上
の
要
請
か
ら
だ

け
で
は
な
く
、
米
国
内
の
若
い
世
代
の
有
権

者
の
間
で
反
イ
ス
ラ
エ
ル
感
情
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

米
キ
ニ
ピ
ア
ッ
ク
大
学
の
世
論
調
査
に
よ

る
と
、
10
月
17
日
の
時
点
で
は
米
国
全
体
で

61
％
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
共
感
す
る
と
答
え
、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
共
感
す
る
と
し
た
の
は
13
％

で
あ
っ
た
が
、
11
月
16
日
の
調
査
で
は
そ
れ

ぞ
れ
54
％
と
24
％
に
変
化
し
た
。

　

し
か
し
、
18
歳
か
ら
34
歳
の
回
答
で
は
、

10
月
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
共
感
が
41
％
、
パ

レ
ス
チ
ナ
へ
の
共
感
が
26
％
で
あ
っ
た
が
、

11
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
29
％
と
52
％
に
逆
転
し

て
お
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
共
感
す
る
回
答
が

半
数
を
超
え
て
い
る
。
若
い
世
代
に
は
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
の
記
憶
が
な
く
、
ガ
ザ
で
１
万
人

バ
イ
デ
ン
政
権
は
当
初
、

ハ
マ
ス
に
対
す
る
イ
ス
ラ

エ
ル
の
自
衛
の
権
利
を
全

面
的
に
支
持
し
た
。
し
か

米

ガザでの紛争は米バイデン政権にとって、大きな「逆風」となっている。
米軍が抑止力の維持に苦しむ中、日本にできる役割とは?

米国が迫られる三正面の対応
「民主主義の弾薬庫」をつくれ

Part 3
SECURITY

日本国際問題研究所主任研究員
を兼任。専門は日本の外交・安
全保障、日米同盟、インド太平
洋の国際関係。主な共著に『ア
ジアの国際関係―移行期の地域
秩序』（春風社）など。

文・小谷哲男
Tetsuo Kotani

明海大学外国語学部 教授

FATIM
A/SHBAIR
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訪
問
す
る
と
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

首
相
に
向
か
っ
て
、「
９
・
11
（
同
時
多
発

テ
ロ
）
を
経
験
し
た
時
、
わ
れ
わ
れ
は
（
現

在
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
）
同
様
に
激
怒
し
た
。

米
国
は
正
義
を
求
め
て
過
ち
を
犯
し
た
」
と

伝
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に
「
怒
り
に
身
を

任
せ
て
行
動
し
て
は
い
け
な
い
」
と
、
警
告

を
発
し
た
。
９
・
11
後
、
怒
り
に
の
ま
れ
た

米
国
は
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争
に
突
入
し
、
イ
ラ

ク
戦
争
へ
と
続
く
泥
沼
に
陥
っ
た
。
バ
イ
デ

ン
大
統
領
は
「
経
験
」
と
「
知
恵
」
に
基
づ

い
た
助
言
を
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
に
与
え
、
イ

ス
ラ
エ
ル
に
自
制
を
求
め
た
。

　

し
か
し
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
を
送

り
、
民
間
人
を
殺
害
し
、
病
院
ま
で
も
攻
撃

し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
憂
慮
し
た
非
政

府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）「T

he Elders

（
長
老

た
ち
）」
は
11
月
16
日
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領

に
書
簡
を
送
っ
た
。「T

he Elders

」
は
、

南
ア
フ
リ
カ
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
大

統
領
や
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
元
米
大
統
領
な

ど
が
、「
世
界
の
最
も
困
難
な
紛
争
や
争
点

の
解
決
を
手
伝
う
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、

ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
米
大
統

領
は
10
月
18
日
、
イ
ス
ラ

ム
組
織
ハ
マ
ス
に
奇
襲
攻

撃
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
を

ジ

心理学博士。専門は異文化間コミュニ
ケーション論、異文化マネジメント論。
2008年と12年の米大統領選挙で、研究
の一環としてオバマ陣営にボランティ
アの草の根運動員として参加。16年米
大統領選挙ではクリントン陣営、20年
にはバイデン陣営に入る。著書に『オ
バマ再選の内幕』（同友館）など。

文・海野素央 Motoo Unno

明治大学政治経済学部
教授

意見の違いを「言葉」で乗り越えるために必要なことは、まず「傾聴」すること。
具体事例を基にコミュニケーションの要諦を示す。

｢言葉｣で紛争を乗り越える
コミュニケーションの要諦とは

Part 5
COMMUNICATION

「I have a dream」で知られるマーティ
ン・ルーサー・キング牧師の演説から
2023年で60年。ワシントンD.C.のリン
カーン記念堂には多くの人々が集った
ANADOLU/GETTYIMAGES
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０
２
１
年
で
、
そ
の
中
で
「
今
後
も
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ハ
マ
ス
な
ど
の
過
激
団
体
と
の
間
に

紛
争
は
必
ず
起
き
る
」
と
指
摘
し
た
が
、
不

幸
に
も
23
年
10
月
７
日
、
ハ
マ
ス
が
起
こ
し

た
テ
ロ
に
よ
り
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ガ
ザ
に
進
撃

し
、
予
想
は
的
中
し
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
私
が
こ
の
本
を
書
い
た
最
大
の

理
由
は
、
客
観
的
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国

を
眺
め
、
理
解
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
提
供
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
わ
れ
わ
れ
米

国
在
住
の
ユ
ダ
ヤ
人
や
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を

経
験
し
た
欧
州
の
人
に
と
っ
て
、
イ
ス
ラ
エ

ル
を
語
る
の
は
非
常
に
感
情
的
に
な
り
や
す

い
問
題
だ
。

　

一
方
で
日
本
の
よ
う
に
政
治
的
に
も
宗
教

的
に
も
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
遠
く
、
し
か
し
イ

ス
ラ
エ
ル
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
国
の

人
々
も
い
る
。
そ
れ
ら
全
て
の
人
々
に
い
わ

ば
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い

う
国
の
歴
史
、
国
内
の
状
況
、
イ
ス
ラ
エ
ル

を
取
り
巻
く
国
際
問
題
に
つ
い
て
冷
静
に
語

り
た
い
と
思
っ
た
の
だ
。

　

な
ぜ
イ
ス
ラ
エ
ル
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

国
々
の
間
で
紛
争
が
絶
え
な
い
の
か
。
そ
れ

が
『
イ
ス
ラ
エ
ル　

人
類

史
上
最
も
や
っ
か
い
な
問

題
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
と

い
う
本
を
書
い
た
の
は
２

私

AP/AFLO

同志社大学卒業後、ボストン大
学大学院コミュニケーション学
科修士課程修了。長年、米ロサ
ンゼルスに在住して取材活動を
行ってきた。現在、Wedge ONLI 
NEでも国際情報などを中心に
執筆中。

聞き手・土方細秩子 
Sachiko Hijikata

ジャーナリスト

ユダヤ系米国人で『イスラエル  人類史上最もやっかいな問題』の著者である
ダニエル・ソカッチ氏に、平和の構築、
そして真の民主主義国の連帯の道筋について聞いた。

イスラエルにも確かにいる！
平等と平和を希求する人々

Part 6
ISRAEL

10月27日、米国のユダヤ系団体の呼びか
けでイスラエルのパレスチナ・ガザ地区攻
撃に対して行われた抗議集会。NYのグラ
ンド・セントラル駅で行われた
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料
に「
ま
た
か
」
と
た
め
息
を
つ
い
て
い
た
。

　

社
員
に
企
業
倫
理
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ

る
の
が
目
的
な
の
に
、「（
不
祥
事
が
）
バ
レ

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
」
と
下
卑
た
設
問
を
用

意
し
て
い
る
の
だ
。
自
分
の
後
輩
で
も
あ
る

難
関
大
学
卒
業
生
が
、
文
面
の
み
な
ら
ず
、

句
読
点
も
改
行
も
な
い
低
レ
ベ
ル
の
文
書
を

毎
回
、な
ぜ
臆
面
も
な
く
出
し
て
く
る
の
か
。

最
近
は
、
嘆
き
と
い
う
よ
り
恐
怖
を
感
じ
る

と
い
う
。
こ
ん
な
傾
向
が
新
入
社
員
に
は
珍

し
く
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。「
自
分
の

文
章
は
理
解
さ
れ
て
当
た
り
前
、
と
考
え
る

新
世
代
が
幅
を
利
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
眉
を
し
か
め
る
。

　

金
融
業
界
大
手
の
管
理
職
も
頭
を
痛
め
て

い
た
。
改
行
な
し
、
句
読
点
な
し
、
誤
字
脱

字
だ
ら
け
、
主
語
も
述
語
も
不
明
で
、
何
度

も
ス
ク
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
読
め
な
い
長
文

メ
ー
ル
が
最
近
、
目
立
つ
。「
コ
ロ
ナ
禍
で

対
話
が
で
き
な
か
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
か
」。

改
行
や
句
読
点
、文
章
の
推
敲
は
い
ず
れ
も
、

読
み
手
の
理
解
を
助
け
る
た
め
の
基
本
的
な

約
束
事
だ
。
そ
れ
す
ら
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ど
う
や
ら
、
そ
ん
な
現
象
は
、
こ
の
１
、

２
年
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
ら
し
い
。

国
立
国
語
研
究
所
の
横
山
詔
一
教
授
は
、
す

で
に
20
年
も
前
か
ら
東
京
都
内
の
有
名
大
学

で
授
業
を
す
る
中
で
同
様
の
経
験
を
し
て
き

た
と
い
う
。
３
、
４
年
生
を
対
象
に
「
就
活

の
人
事
担
当
者
に
読
ま
せ
る
」
と
い
う
設
定

で
８
０
０
字
で
自
己
紹
介
文
を
書
か
せ
て

も
、
改
行
な
し
。「
自
分
の
こ
と
を
自
分
の

言
葉
で
人
に
伝
え
る
と
い
う
意
識
も
経
験
も

輸
業
界
大
手
の
あ
る
人
事

管
理
職
が
先
日
、
入
社
２

年
の
総
合
職
の
部
下
に
作

成
さ
せ
た
社
内
研
修
用
資

運

松本美奈
Mina Matsumoto

東京財団政策研究所 研究主幹

教育ジャーナリスト、社会保険労務
士。慶應義塾大学法学部卒業後、読
売新聞社入社。記者として、15年以
上にわたり大学を中心に教育問題を
取材。一般社団法人Qラボ代表理事、
上智大学特任教授、帝京大学客員教
授などを兼務。著書に『異見交論 
崖っぷちの大学を語る』（事業構想
大学院大学出版部）。

消
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
日
本
語

守
り
抜
い
た
日
本
人
の
思
い
と
は

WEDGE

OPINION

当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
日
本
語
。だ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
に
消
滅
の
淵
に
立
た
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

当
時
の
人
々
の
思
い
に
目
を
向
け
、Ｉ
Ｔ
全
盛
の
現
代
に
日
本
人
が
守
る
べ
き
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考
え
る
。

A
FLO

今や、わからない語句はインターネットで検索することも多い

教育を
考える

education
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２
０
２
３
年
８
月
、
国
立
科

学
博
物
館
（
以
下
、科
博
）

は
、
約
５
０
０
万
点
に
及

ぶ
収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

整
備
費
な
ど
を
調
達
す
る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
以
下
、
Ｃ
Ｆ
）
を
開
始

し
、
目
標
額
１
億
円
を
公
開
後
９
時
間
で
達

成
し
た
。
結
果
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

（
11
月
５
日
）
ま
で
に
約
９
億
円
が
集
ま
り
、

支
援
者
数
は
約
５
・
７
万
人
に
上
っ
た
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
に
も
集
ま
っ
た
の
か
。
も
と

も
と
科
博
で
は
ユ
ニ
ー
ク
で
豊
富
な
会
員
制

度
を
持
ち
、
定
期
的
な
支
援
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
な
固
定
フ
ァ
ン
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。そ
の
上
で
、

幅
広
く
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

仕
掛
け
が
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｆ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ
ー
ジ
に
は
「
リ

タ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
寄
付
へ
の
返
礼
品
に

は
５
０
０
０
円
か
ら
１
０
０
０
万
円
（
法
人

向
け
）
ま
で
多
数
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
た

が
、
グ
ッ
ズ
や
図
鑑
の
ほ
か
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
ツ
ア
ー
な
ど
の
「
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
日
に「
記
者
会
見
」

を
実
施
し
て
広
く
世
間
に
協
力
を
呼
び
か
け

た
こ
と
も
大
き
い
。し
か
も
記
者
会
見
前
に
、

テ
レ
ビ
各
局
か
ら
個
別
の
詳
細
取
材
を
受
け

徐々に浸透しはじめた日本の寄付文化はこれからどうなる?

A
P/A

FLO

WEDGE  REPORT

科博のクラファン9億円！
寄付でも社会は変えられる
国立科学博物館のクラウドファンディングで注目の集まった寄付。
社会課題の解決まで含めた、その秘めたる力について紹介する。

文・イノウエヨシオ Yoshio Inoue

ファンドレックス代表取締役
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